
【総括表】

仙 北 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画

「個別施設計画」（行政施設：消防施設）（行政施設：消防施設）（行政施設：消防施設）（行政施設：消防施設）

１．計画期間 平成２８年４月１日から令和２７年度まで

２．対象施設名 本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とします。

施 設 名 所 在 地 基本的な方針

鎧畑消防ポンプ置場 田沢湖田沢 廃止 除却又は地域への譲渡検討

打野消防ポンプ置場 田沢湖田沢 存続 機能維持のための修繕等実施

田沢出張所前車庫 田沢湖田沢 存続 機能維持のための修繕等実施

先達消防ポンプ置場 田沢湖田沢 存続 機能維持のための修繕等実施

下高野消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

高原消防ポンプ置場 田沢湖生保内 廃止 除却又は地域への譲渡検討

春山消防ポンプ置場 田沢湖田沢 廃止 施設現存のまま田沢財産区へ返納

石神消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

造道消防ポンプ置場 田沢湖生保内 廃止 除却又は地域への譲渡検討

大沢消防ポンプ置場 田沢湖潟 存続 機能維持のための修繕等実施

田子ノ木消防ポンプ置場 田沢湖潟 廃止 除却又は地域への譲渡検討

中生保内下消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

武蔵野消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

武蔵野消防積載車庫 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

上滝沢消防ポンプ置場 田沢湖生保内 廃止検討 地域への譲渡検討

中生保内上消防積載車庫 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

駅前消防積載車庫 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

手倉野消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

田向消防積載車庫 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

上堂田消防ポンプ置場 田沢湖生保内 廃止 除却に向けた検討

刺巻消防ポンプ置場 田沢湖刺巻 廃止 除却又は地域への譲渡検討

大道消防ポンプ置場 田沢湖刺巻 存続 機能維持のための修繕等実施

宮ノ前消防ポンプ置場 田沢湖生保内 廃止 除却又は地域への譲渡検討

大杉沢消防ポンプ置場 田沢湖生保内 存続 機能維持のための修繕等実施

梅沢消防ポンプ置場 田沢湖梅沢 存続 機能維持のための修繕等実施

神代消防積載車庫 田沢湖神代 存続 機能維持のための修繕等実施

小松消防ポンプ置場 田沢湖小松 存続（移転検討） 機能維持のための修繕等実



岡崎消防積載車庫 田沢湖岡崎 存続 機能維持のための修繕等実施

東前郷消防積載車庫 田沢湖角館東前 存続 機能維持のための修繕等実施

郷

生田消防ポンプ置場 田沢湖神代 廃止 土地所有者へ譲渡検討

真崎消防ポンプ置場 田沢湖卒田 廃止 地域等への譲渡検討

荒町消防積載車庫 田沢湖卒田 存続 機能維持のための修繕等実施

六本杉消防積載車庫 西木町門屋 存続 機能維持のための修繕等実施

栃ノ木消防積載車庫 西木町西明寺 存続 機能維持のための修繕等実施

堀之内消防積載車庫 西木町小山田 存続 機能維持のための修繕等実施

八津消防ポンプ置場 西木町小山田 廃止 除却又は地域等への譲渡検討

小渕野消防積載車庫 西木町小渕野 存続 機能維持のための修繕等実施

山口消防積載車庫 西木町桧木内 存続 機能維持のための修繕等実施

菅谷消防ポンプ置場 西木町桧木内 廃止 除却又は地域等への譲渡検討

松葉消防積載車庫 西木町桧木内 存続 機能維持のための修繕等実施

上桧木内消防積載車庫 西木町上桧木内 存続 機能維持のための修繕等実施

戸沢消防ポンプ置場 西木町上桧木内 廃止 除却又は地域等への譲渡検討

小館消防ポンプ置場 角館町小館 存続 機能転用含む検討

小人町消防積載車庫 角館町小人町 存続 機能維持のための修繕等実施

山根町消防ポンプ置場 角館町山根町 廃止 除却検討

西勝楽町消防積載車庫 角館町西勝楽町 存続 機能維持のための修繕等実施

中菅沢消防ポンプ置場 角館町中菅沢 存続 機能維持のための修繕等実施

下川原消防積載車庫 角館町下川原 存続 機能維持のための修繕等実施

岩瀬本丁消防ポンプ置場 角館町岩瀬 存続 機能維持のための修繕等実施

西下夕野消防ポンプ置場 角館町岩瀬 廃止 除却又は地域等への譲渡検討

広久内消防積載車庫 角館町広久内 存続 機能維持のための修繕等実施

上中川原消防ポンプ置場 角館町広久内 譲渡 譲渡済み

下中川原消防ポンプ置場 角館町広久内 存続 機能維持のための修繕等実施

下夕町消防ポンプ置場 角館町広久内 廃止 焼失

堂ノ口消防ポンプ置場 角館町白岩 廃止 除却又は土地所有者へ譲渡検討

銭神消防ポンプ置場 角館町薗田 存続 機能維持のための修繕等実施

下花園消防ポンプ置場 角館町薗田 廃止 除却又は地域への譲渡検討

白岩前郷消防積載車庫 角館町白岩 存続 機能維持のための修繕等実施

碇消防ポンプ置場 角館町雲然 存続 機能維持のための修繕等実施

町屋消防積載車庫 角館町雲然 存続 機能維持のための修繕等実施

坂ノ下消防ポンプ置場 角館町八割 存続 機能維持のための修繕等実施



奥村消防ポンプ置場 角館町八割 廃止 除却

下延竹市消防ポンプ置場 角館町下延 廃止 除却又は地域への譲渡検討

下延消防積載車庫 角館町下延 存続 機能維持のための修繕等実施

桂渕消防ポンプ置場 角館町西長野 存続 機能維持のための修繕等実施

中泊消防積載車庫 角館町西長野 存続 機能維持のための修繕等実施

熊堂消防ポンプ置場 角館町西長野 廃止 譲渡済み

中川消防ポンプ置場 角館町川原 存続 機能維持のための修繕等実施

中村消防ポンプ置場 角館町小勝田 廃止 除却又は地域への譲渡検討

高屋消防積載車庫 角館町山谷川崎 存続 機能維持のための修繕等実施

川原若神子消防積載車庫 角館町川原 存続 機能維持のための修繕等実施

安久戸消防ポンプ置場 角館町川原 廃止 除却

雫田消防ポンプ置場 角館町山谷川崎 廃止 譲渡済み

黒森消防ポンプ置場 角館町山谷川崎 廃止 除却

黒沢消防ポンプ置場 角館町山谷川崎 存続 機能維持のための修繕等実施

３．施設管理に関する基本的な方針

各分団に配置する消防施設については、適正配置と維持を基本としていますが、消防団員の減少

傾向が著しい現状を踏まえ、各分団の負担を軽減するため、実情に即した廃止又は廃止の検討を進

めます。

なお、地域で防災拠点等としての施設の活用を求めるような場合は、無償譲渡に向けた調整を行

い、それ以外の場合は、基本的に解体するものとします。



施設 No.16 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 1 分団鎧畑消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 田沢字鎧畑 64-1 建設年（耐用年数） 平成 9 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 23 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 施設良好。 
基本的な方針 廃 止 団員負担軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

・消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 道路改良により、水力発電施設周辺地域交付金事業を活用し再設置している。 
 私有地に立地しているポンプ庫で、所有者が譲渡を望んだ場合又は地域で防災拠点としての活

用希望がある場合は無償譲渡とし、それ以外は除却するものとする。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.17 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 1 分団打野消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 田沢字打野 7 建設年（耐用年数） 昭和 58 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 37 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.18 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 1 分団田沢出張所前車庫 延床面積 23 ㎡ 
所在地 田沢字大山 7 建設年（耐用年数） 平成 17 年（22 年） 
複合施設名 田沢出張所車庫 経過年数 16 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 田沢出張所と併設、団員休憩室なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装、外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

その都度修繕を行い、適切な維持管理を図る。必要な場合は改築も検討していく。 
 

 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.19 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 1 分団先達消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 田沢字先達 12-3 建設年（耐用年数） 昭和 60 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 35 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕・改築の検討が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 ・小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕等を行いながら 50 年以上の使用を目

標とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装、外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築、修繕が必要となる。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.20 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第1分団下高野消防ポンプ置場 延床面積 23 ㎡ 
所在地 生保内字下高野 245-1 建設年（耐用年数） 昭和 55 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 40 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 消防団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない地域拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続についいて検討する。 
 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装、外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築、修繕を実施する。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.21 
【個別票】                           更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 1 分団高原消防ポンプ置場 延床面積 29 ㎡ 
所在地 生保内字駒ヶ岳 2-16 建設年（耐用年数） 昭和 60 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 35 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 地域拠点として充分活用可能。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

廃止後の方針は、私有地に立地しているポンプ庫で、所有者が譲渡を望んだ場合又は地域で防

災拠点としての活用希望がある場合は無償譲渡とし、それ以外は除却するものとする。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 土地については、財産区の所有地となっており、財産区へ返納。 
建物については、地域防災拠点としての活用が認められることから、高原地区へ無償譲渡を検

討している。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.22 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団春山消防ポンプ置場 延床面積 12 ㎡ 
所在地 田沢字春山 140-12 建設年（耐用年数） 平成元年（34 年） 
複合施設名  経過年数 31 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 ブロック造 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅲ型 コンクリートブロック造り、耐久性に難あり。 
基本的な方針 廃止 消防団員負担の軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 土地について、田沢財産区からの借り入れのため、施設現存のまま土地を返納 
。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.23 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団石神消防ポンプ置場 延床面積 46 ㎡ 
所在地 生保内字山根 279-2 建設年（耐用年数） 昭和 62 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 33 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 十分な広さがあるものの老朽化している。炊事可。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

・小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
また、築 30 年を超えており、待機所の畳、炊事場の改築が必要。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.24 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団造道消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字造道 27-78 建設年（耐用年数） 昭和 61 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 34 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 消防団員待機場所あり。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

・消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

私有地に立地しているポンプ庫で、所有者が譲渡を望んだ場合又は地域で防災拠点としての活用

希望がある場合は無償譲渡とし、それ以外は除却するものとする 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.25 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団大沢消防ポンプ置場 延床面積 46 ㎡ 
所在地 潟字前田 24-2 建設年（耐用年数） 昭和 54 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 41 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.26 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団田子ノ木消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 潟字頭無 196-1 建設年（耐用年数） 昭和 57 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 38 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 出入り口未舗装。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

・消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

私有地に立地しているポンプ庫で、所有者が譲渡を望んだ場合又は地域で防災拠点としての活

用希望がある場合は無償譲渡とし、それ以外は除却するものとする。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

屋根、外壁が老朽化しており、改修が必要。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.27 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団中生保内下消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字黒沢 146-5 建設年（耐用年数） 昭和 54 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 41 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 備品設置の棚及び畳の更新が必要。 
基本的な方針 存続 積載車配備のため改修の実施・検討が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車が入っており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.28 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第2分団武蔵野消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字武蔵野 122-2 建設年（耐用年数） 昭和 57 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 38 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 出入り口の舗装が必要。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.29 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団武蔵野消防積載車庫 延床面積 46 ㎡ 
所在地 生保内字武蔵野 105-292 建設年（耐用年数） 平成 2 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 30 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さもあり、団員休憩室、炊事を整備している。 
基本的な方針 存続 機能維持のための維持・修繕が必要となる。 
「基本的な方針の考え方」 

 消防活動の重要拠点であるため存続が必要。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.30 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第2分団上滝沢消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字上滝沢 138-1 建設年（耐用年数） 昭和 55 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 40 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 出入り口に段差があり。 
基本的な方針 廃止検討 使用用途がなく、老朽化が激しいため。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止をする。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 土地は、市有地である事から、地域防災拠点として活用計画があれば、無償譲渡を検討したい。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 45 年】 

 地域との協議のため、今後 5 年を目途に調整したい。 
 

 
４ 管理上の課題等 

小型ポンプ搬送時、軽トラックに積みやすいように大きな段差を付けリフトの役割を担わせて

いるが、施設内にも入りづらくなっており、解体を予定している。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 廃止するまでの期間は、適切に維持管理する。 
 

 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.31 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 2 分団中生保内上消防積載車庫 延床面積 31 ㎡ 
所在地 生保内字堂ノ前 36-20 建設年（耐用年数） 昭和 62 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 33 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 団員待機所有り、棚の整備が必要。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.32 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 3 分団駅前消防積載車庫 延床面積 51 ㎡ 
所在地 生保内字水尻 57-8 建設年（耐用年数） 平成 14 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 18 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 1 階車庫、2階団員待機所。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

・救助資機材及び小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.33 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第3分団手倉野消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字大谷地 156-2 建設年（耐用年数） 昭和 53 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕・改修が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.34 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 3 分団田向消防積載車庫 延床面積 46 ㎡ 
所在地 生保内字田向 80-4 建設年（耐用年数） 昭和 60 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 35 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 広さもあり、団員休憩場所、炊事場有り。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を必要とする。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付付積載車が入っており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.35 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第3分団上堂田消防ポンプ置場 延床面積 8 ㎡ 
所在地 生保内字上堂田 186-3 建設年（耐用年数） 昭和 61 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 34 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 個人所有車庫に隣接している。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理費の減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

私有地に立地しているポンプ庫であるが、所有者が不在のため、地域から撤去を望まれている。 
今後除却処分に向けた実施計画の策定が必要。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 除却処分まで適切に管理を行う。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.36 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 3 分団刺巻消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 刺巻字刺巻 53-1 建設年（耐用年数） 昭和 31 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 64 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 国道沿いにあり、出入りに注意が必要な場所。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理の減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 借地で有り、所有者が希望した場合は無償譲渡とし、それ以外は除却を行う。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

屋根、外壁が老朽化しており改修が必要である。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 廃止までの期間、適切に維持管理を行う。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.37 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 3 分団大道消防ポンプ庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 刺巻字大道 363 建設年（耐用年数） 平成 6 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 26 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

  地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目

標とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.38 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第3分団宮ノ前消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字宮ノ前 27-14 建設年（耐用年数） 昭和 56 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 39 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 団員休息所あり。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理費の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の管理が厳しく、負担軽減のため廃止を検討。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

財産区の所有地で有り、地域で防災拠点として活用する場合は無償譲渡とし、用途がない場合に

は除却とする。 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

屋根、外壁が老朽化しており、改修等が必要となる。また、冬場の雪下ろしが必要となる。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 廃止までの期間は、適切な維持管理に努める。 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト ０ ０ ０  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト ０ ０ ０  
その他 ０ ０ ０  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.39 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 3 分団大杉沢消防ポンプ庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 生保内字武蔵野 84 ｰ 43 建設年（耐用年数） 昭和 53 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設№.40 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団梅沢消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 梅沢字森ノ腰 244-1 建設年（耐用年数） 昭和 53 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 施設の奥行きが不足、団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.41 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団神代消防積載車庫 延床面積 46 ㎡ 
所在地 神代字野中清水 283-1 建設年（耐用年数） 昭和 59 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 36 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅲ型 広さはあるものの、団員休憩所はなし。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.42 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団小松消防ポンプ庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 小松字本町 28-3 建設年（耐用年数） 昭和 53 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 国道沿いである事と，住宅に密接している。 
基本的な方針 存続 出入り時の危険回避と冬期雪対応で移転を検討 
「基本的な方針の考え方」 

 各危険性を回避するため、施設の移転が必要と考えている。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.43 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団岡崎消防積載車庫 延床面積 46 ㎡ 
所在地 岡崎字大屋敷 46-16 建設年（耐用年数） 昭和 63 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 32 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 広さもあり、団員待機所及び炊事場有り。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.44 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団東前郷消防積載車庫 延床面積 46 ㎡ 
所在地 角館東前郷字折橋 87-6 建設年（耐用年数） 平成 4 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 28 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 広さもあり、団員待機場及び炊事場有り。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.45 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団生田消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 神代字街道南 34-1 建設年（耐用年数） 昭和 59 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 36 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 屋根及び畳の入替が必要。 
基本的な方針 廃止 団員負担の軽減及び維持管理費の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 おばこ農協の敷地となっており、土地所有者が希望した場合は、無償譲渡としたい。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

屋根及び外壁が老朽化しており、改修が必要。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 
 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.46 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団真崎消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 卒田字蟹沢口 72-3 建設年（耐用年数） 平成 7 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 25 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 ハード面、ソフト面とも良好。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が市有地のため、地域で防災拠点とする場合は無償譲渡とし、個人が必要とする場合は有

償とする。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な、屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.47 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団荒町消防積載車庫 延床面積 52 ㎡ 
所在地 卒田字荒町 53-2 建設年（耐用年数） 平成 8 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 24 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 広さもあり、団員休憩室及び炊事場有り。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 



施設 No.48 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 5 分団六本杉消防積載車庫 延床面積 41 ㎡ 
所在地 門屋字六本杉 72-2 建設年（耐用年数） 昭和 55 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 40 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 1 皆：車庫、２皆：団員待機場所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車（軽トラック）が入っており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.49 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 5 分団栃ノ木消防積載車庫 延床面積 81 ㎡ 
所在地 西明寺字小山寺 161 建設年（耐用年数） 平成 7年 2月（22年） 
複合施設名  経過年数 25 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さあり、2皆が団員待機場所、炊事場を確保。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.50 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 5 分団堀之内消防積載車庫 延床面積 41 ㎡ 
所在地 小山田字堀之内 93 建設年（耐用年数） 平成 2年 10 月（22年） 
複合施設名  経過年数 30 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さあり、2皆に団員待機場所、炊事場あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.51 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 5 分団八津消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 小山田字八津 270-5 建設年（耐用年数） 昭和 53 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 出入り口の舗装なし。 
基本的な方針 廃止 分団員の負担軽減及び維持管理費の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減を図る。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

私有地に立地しているポンプ庫で、地域防災拠点としている活用する場合は無償譲渡とし、私

的活用の場合は有償、活用がない場合は除却とする。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁の維持管理が必要となる。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.52 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 5 分団小渕野消防積載車庫 延床面積 81 ㎡ 
所在地 小渕野字小渕野 173-4 建設年（耐用年数） 平成 5年 12 月（22年） 
複合施設名  経過年数 27 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さあり、2皆に団員待機場所、炊事場あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.53 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 6 分団山口消防積載車庫 延床面積 10 ㎡ 
所在地 桧木内字山口 83-5 建設年（耐用年数） 平成 15 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 17 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さあり、2皆に団員待機場所、炊事場あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

  地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目

標とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.54 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 6 分団菅谷消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 桧木内字菅谷 23-2 建設年（耐用年数） 平成 12 年頃 (22 年) 
複合施設名  経過年数 20 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 プレハブ造り。 
基本的な方針 廃止 分団員の負担軽減及び維持管理費の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

防火水槽の上にある。 
私有地に立地しているポンプ庫で、地域防災拠点としている活用する場合は無償譲渡とし、私

的活用の場合は有償、活用がない場合は除却とする。 
 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁の維持管理が必要となる。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.55 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 6 分団松葉消防積載車庫 延床面積 69 ㎡ 
所在地 桧木内字松葉 135-2 建設年（耐用年数） 平成 9年 12 月（22年） 
複合施設名  経過年数 23 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 車庫の広さあり、2皆に団員待機場所、炊事場あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.56 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第6分団上桧木内消防積載車庫 延床面積 55 ㎡ 
所在地 上桧木内字大地田 48-1 建設年（耐用年数） 昭和 57 年 8 月（22年） 
複合施設名  経過年数 38 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 1 皆：書庫、2 皆：団員待機場所、炊事場があるが、2 皆への

階段が使用不能。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防分団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 

 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.57 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 6 分団戸沢消防ポンプ置場 延床面積 46 ㎡ 
所在地 上桧木内字西下戸沢 239-2 建設年（耐用年数） 平成 3 年 11 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 29 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 2 階 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 1 皆：ポンプ置場、2 皆：団員控え所、炊事場あり。 
基本的な方針 廃止 団員減少により、廃止で進めている。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止で進めている。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 地域防災拠点としている活用する場合は無償譲渡とし、私的活用の場合は有償、活用がない場

合は除却とする。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁の維持管理が必要となる。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 



施設 No.58 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団小館消防ポンプ置場 延床面積 33 ㎡ 
所在地 小館 32-3 建設年（耐用年数） 平成 15 年 7 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 17 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅲ型 プレハブ建築。 
基本的な方針 存続 角館地区で、消防訓練大会等があり、倉庫としての活用を検

討中。 
「基本的な方針の考え方」 

消防署敷地にある、水防倉庫だけでは手狭であるため第 2 倉庫として活用を検討している。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

その都度修繕を行い、適切な維持管理を図る。 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.59 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団小人町消防積載車庫 延床面積 19 ㎡ 
所在地 小人町 1 建設年（耐用年数） 昭和 62 年 12 月 22 年） 
複合施設名  経過年数 33 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて修繕が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.60 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第7分団山根町消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 山根町 17 建設年（耐用年数） 昭和 54 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 41 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 防火水槽の上に設置。 
基本的な方針 廃止 団員負担軽減及び維持管理の削減。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討するが、防火

水槽上に設置されているため、他への譲渡はできない。施設は除却を検討。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

土地所有者に対して施設が必要かどうかを確認したところ、活用しないと伺っており施設は除

却の予定だが、底地が防火水槽のため、土地については引き続き借受が必要。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.61 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第7分団西勝楽町消防積載車庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 西勝楽町 3 建設年（耐用年数） 昭和 58 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 37 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.62 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団中菅沢消防ポンプ庫 延床面積 30 ㎡ 
所在地 中菅沢 78-9 建設年（耐用年数） 令和 2 年 11 月（34 年） 
複合施設名 角館庁舎車庫 経過年数 0 年 
特記事項 耐震あり 構造・階数 鉄骨平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 角館庁舎車庫と併設、団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持を継続する。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.63 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団下川原消防積載車庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 下川原 345-1 建設年（耐用年数） 昭和 48 年 7 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 47 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施・検討。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.64 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団岩瀬本丁消防ポンプ置場 延床面積 17 ㎡ 
所在地 岩瀬 156-1 建設年（耐用年数） 昭和 46 年 3 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 49 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 団員待機場所として活用可能。 
基本的な方針 存続 分団拠点として継続。 
「基本的な方針の考え方」 

 消防活動の重要拠点として存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.65 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 7 分団西下タ野消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 岩瀬下タ野 284-2 建設年（耐用年数） 昭和 52 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 43 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 ハード面、ソフト面とも良好。 
基本的な方針 廃止 消防団員維持管理の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が市有地のため、地域で防災拠点とする場合は無償譲渡とし、個人が必要とする場合は有

償とし、その他は除却を行う。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な、屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.66 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 8 分団広久内消防積載車庫 延床面積 33 ㎡ 
所在地 広久内舟場 8 建設年（耐用年数） 平成 24 年 7 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 8 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 奥行きあり、団員待機所あり。 
基本的な方針 存続 機能維持のための必要に応じて修繕を実施する。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配置しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.67 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 4 分団上中川原消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 広久内上中川原 91-2 建設年（耐用年数） 平成 6 年（22 年） 
複合施設名  経過年数 26 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 ハード面、ソフト面とも良好。 
基本的な方針 廃止 消防団員の個人負担軽減のため。 
「基本的な方針の考え方」 

令和 2 年 6 月に土地所有者と協議し、譲渡済。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

私有地に立地していたため無償譲渡している。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 

 
 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.68 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 8 分団下中川原消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 広久内舟場 8 建設年（耐用年数） 昭和 61 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 34 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて修繕を実施する。 
「基本的な方針の考え方」 

小型ポンプ付積載車を配置してあり、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.69 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第8分団下タ町消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 広久内下タ町 50-1 建設年（耐用年数） 昭和 63 年 11 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 31 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価  令和元年 11 月の火災により焼失 
基本的な方針 廃止 焼失 
「基本的な方針の考え方」 

火災により焼失したため、元の状態に戻し返還した。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

  
 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.70 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第8分団堂ノ口消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 白岩堂野口 105-2 建設年（耐用年数） 昭和 57 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 38 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 屋根の錆、側面の波トタンの錆が激しい。 
基本的な方針 廃止 老朽化が激しいため。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しいことと老朽化が激しいため廃止する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が借地のため、個人が必要とする場合は無償譲渡とするが、その他は除却とする。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

屋根の葺き替え、外壁の改修を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.71 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 8 分団銭神消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 薗田銭神 16-1 建設年（耐用年数） 平成 4 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 28 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 奥行きあり、団員待避所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて修繕を実施する。 
「基本的な方針の考え方」 

小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.72 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第8分団下花園消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 薗田久保 7-2 建設年（耐用年数） 昭和 59 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 36 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 ハード面、ソフト面とも良好。 
基本的な方針 廃止 消防団員維持管理の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が借地のため、個人又は地域が防災拠点とする場合は無償譲渡とする。 
その他の場合は除却を行う。 

 
 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な、屋根塗装・外壁修繕が必要。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.73 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第8分団白岩前郷消防積載車庫 延床面積 28 ㎡ 
所在地 白岩前郷 60-2 建設年（耐用年数） 昭和 42 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 53 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 施設の老朽化が著しい。 
基本的な方針 存続 機能維持のため新築を予定。 
「基本的な方針の考え方」 

現在の場所では積載車の出入りにも支障があることと、老朽化が激しいことから地域内への

移転新築を計画する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 60 年】 

地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

53 年が経過していることと、積載車の出入りに支障があることから新築移転を検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

その都度修繕を行い、適切な維持管理を図る。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.74 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団碇消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 雲然 140-1 建設年（耐用年数） 平成 3 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 29 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 屋根・外壁の錆が目立つ、必要に応じて改修が必要。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

その都度修繕を行い、適切な維持管理を図る。管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応

じて改築・改修を実施する。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.75 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団町屋消防積載車庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 雲然下町屋 115 建設年（耐用年数） 平成 10 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 22 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 奥行きあり。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて補修等が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.76 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第9分団坂ノ下消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 八割坂ノ下 70 建設年（耐用年数） 平成 10 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 22 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて補修等を実施。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車を配備予定、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.77 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団奥村消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 八割大沢 8-1 建設年（耐用年数） 昭和 53 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 42 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 奥行きなし。 
基本的な方針 廃止 消防団員維持管理の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止とし、施設について

は除却に向けたを作業を進める。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

老朽化が進み、定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

解体実施までは、適切な維持管理を図る。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.78 
【個別票】                           更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団下延竹市消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 下延竹市 8 建設年（耐用年数） 平成 12 年 1 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 20 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 屋根塗装が必要。 
基本的な方針 廃止 消防団員維持管理の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減のため廃止とする。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が借地のため、個人が必要とする場合又は地域の防災拠点とする場合は無償譲渡とした

い。なお、その他は除却を行う。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な、屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.79 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団下延消防積載車庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 下延上川原 246 建設年（耐用年数） 平成 25 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 7 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 広さ、奥行きあり、団員待機所の代替えとしてコミュニティ

センターあり。 
基本的な方針 存続 必要に応じて、機能維持のための修繕等を行う。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.80 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団桂渕消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 西長野桂渕 129-2 建設年（耐用年数） 平成 7年 12 月（22年） 
複合施設名  経過年数 25 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 広さ、奥行きあり、団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 必要に応じて、機能維持のための修繕等を行う。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.81 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団中泊消防積載車庫 延床面積 18 ㎡ 
所在地 西長野中泊 149-1 建設年（耐用年数） 平成 22 年 11 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 10 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 広さ、奥行きあり、団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 必要に応じて、機能維持のための修繕等を行う。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.82 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 9 分団熊堂消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 西長野熊堂 86-1 建設年（耐用年数） 昭和 43 年 9 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 52 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 防火水槽の上に設置、マンホールはシャッター手前。 
基本的な方針 廃止 土地所有者へ譲渡。 
「基本的な方針の考え方」 

令和元年 3 月に土地所有者と協議し、譲渡済。防火水槽用地として土地借地は継続する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 

 
 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.83 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団中川消防ポンプ置場 延床面積 33 ㎡ 
所在地 川原寺前 28-3 建設年（耐用年数） 昭和 51 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 44 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 水防倉庫と併用している。 
基本的な方針 存続 機能維持のための改修等の検討が必要。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車を配備予定、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かせない拠点施設であり、機能維持の修繕等を行いながら 50 年以上の使用を目

標とする。 
目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

そ管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.84 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団中村消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 小勝田中村 44 建設年（耐用年数） 昭和 63 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 32 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅰ型 施設は良好。 
基本的な方針 廃止 消防団員維持管理の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止を検討する。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

土地が借地のため、個人又は地域で防災拠点とする場合は無償譲渡とし、その他は除却を行う。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な、屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.85 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団高屋消防積載車庫 延床面積 20 ㎡ 
所在地 山谷川崎高屋 266-3 建設年（耐用年数） 平成 2年 12 月（22年） 
複合施設名  経過年数 30 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 広さ、奥行きあり、団員待機所なし 
基本的な方針 存続 必要に応じて、機能維持のための修繕等を行う。 
「基本的な方針の考え方」 

 積載車が入っており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.86 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団川原若神子消防積載車庫 延床面積 17 ㎡ 
所在地 川原若神子 25-3 建設年（耐用年数） 昭和 42 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 53 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 屋根・外壁の老朽化が激しい、団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のため必要に応じて修繕を実施する。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備しており、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 60 年】  

 地域防災に欠かせない施設拠点であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 

 目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根の塗装・外壁の修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 

 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.87 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団安久戸消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 川原安久戸 54-1 建設年（耐用年数） 昭和 60 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 35 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 老朽化が激しい。 
基本的な方針 廃止 団員の管理負担軽減のため廃止する。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止の方向。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

防火水槽上に施設があり、個人への譲渡には向かない、施設の老朽化が著しく除却の方向。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 

 
 
 
 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.88 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団雫田消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 山谷川崎雫田 11-2 建設年（耐用年数） 昭和 51 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 44 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 屋根の塗装が必要 
基本的な方針 廃止 消防団員の負担軽減を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の維持管理軽減のため廃止を進めた。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

令和 2 年 6 月に土地所有者と協議し、譲渡済。 
 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数  年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

 
 

 
 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.89 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団黒森消防ポンプ置場 延床面積 10 ㎡ 
所在地 山谷川崎黒森 279-2 建設年（耐用年数） 昭和 50 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 45 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅳ型 基礎部分に不安がある。 
基本的な方針 廃止 消防団員の維持管理負担軽減のため廃止。 
「基本的な方針の考え方」 

消防団員の減少により全施設の維持管理が難しく、負担軽減するため廃止の方向。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

杉の大木に挟まれた、道路法面に設置されており、防災拠点としても不向きと考えており除却

を進める。 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数   年】 

 
 
 

 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装、外壁の改修が必要となる。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 
 
 



施設 No.90 
【個別票】                            更新日：令和 2 年 10 月 20 日 

所管課（部署） 総合防災課 
１ 施設の概要・沿革 

施設名称 第 10 分団黒沢消防ポンプ置場 延床面積 20 ㎡ 
所在地 山谷川崎黒沢 173-2 建設年（耐用年数） 昭和 56 年 12 月（22 年） 
複合施設名  経過年数 39 年 
特記事項 耐震化未実施 構造・階数 木造平屋 

※経過年数は令和 2 年度末現在 
２ 管理に関する基本的な方針 

施設の評価 Ⅱ型 広さ、奥行きあり、団員待機所なし。 
基本的な方針 存続 機能維持のための必要に応じて改修等を図る。 
「基本的な方針の考え方」 

 小型ポンプ付積載車を配備、消防活動の重要拠点であるため存続させる。 
  

 
※ 集約・複合化の検討について 

 
 

 
※ 公民連携の検討について 

 
 

 
※ 民間等への譲渡の検討について 

 
 

 
※ 国・県協働の検討について 

 
 

 
３ 目標使用年数 【目標使用年数 50 年】 

地域防災に欠かさない拠点施設であり、機能維持の修繕を行いながら 50 年以上の使用を目標

とする。 
目標使用年数経過後は、その後の存続について検討する。 

 
 
４ 管理上の課題等 

定期的な屋根塗装・外壁修繕を要する。 
 
 

 
５ 管理に関する実施方針 

管轄消防団へ維持管理を任せている、必要に応じて改築・改修を実施する。 
 
 

 



６ 管理に関する実施計画 
年度 修繕等の内容 概算額（千円） 備考 
Ｒ２    
Ｒ３    
Ｒ４    
Ｒ５    
Ｒ６    
Ｒ７    

Ｒ８    
Ｒ９    
Ｒ10    
Ｒ11    
Ｒ12    
Ｒ13    
Ｒ14    
Ｒ15    
Ｒ16    
Ｒ17    

Ｒ18    
Ｒ19    
Ｒ20    
Ｒ21    
Ｒ22    
Ｒ23    
Ｒ24    
Ｒ25    
Ｒ26    
Ｒ27    

合   計   
 
（参考：維持管理経費等の状況）                       （単位：千円、人） 

【支出】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
保守コスト 0 0 0  
運用コスト 24 24 24  
修繕コスト 0 0 0  
その他 0 0 0  
（合計） 24 24 24  

 
【収入】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用料収入 ― ― ―  

 
【利用者等】 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 備考 
利用者数 ― ― ―  

 
 


